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	時  間
	テーマ
	講  師（敬称略）

	９

月

８

日

(土)
	10:00～11:30
	教育現場との連携
	大正大学講師　　　　　 　　　           川俣　智路

	
	11:30～12:30
	昼　食（各自でお取り願います）

	
	12:30～14:00
	小・中学校教育の現場から
	杉並区済美教育センター　　　　　　  　  月森　久江

	
	14:15～15:45
	高校の現場から
	県立和歌山東高等学校教諭   　　　       上西　祐子

	
	16:00～17:00
	討　論
	出講講師

	９

月

９

日

(日)
	10:00～11:30
	児童精神科領域の現状
	医療法人大高クリニック院長　　　　      大高　一則

	
	11:30～12:30
	昼　食（各自でお取り願います）

	
	12:30～14:00
	児童精神科における連携
	こころとそだちのクリニックむすびめ院長  田中　康雄

	
	14:15～15:45
	保育教育との連携
	三重県立小児診療センターあすなろ学園    中村　みゆき

	
	16:00～17:00
	討　論
	出講講師

	



プログラム　





201２年度 子ども・専門講座 ２（北海道）








No.12302











期　　日： ２０1２年 ９月 ８日（土）～９日（日）


受講対象： 教育、医療、相談、福祉、保育の各機関・現場で子どもに関わる専門家および興味のある方々


定　　員：１５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込み）　※昼食は各自でお取り願います 


会　　場： TKP札幌カンファレンスセンター（旧TKP札幌ビジネスセンターアネックス）６階


カンファレンスルーム６A 　　　　　　　　TEL：011-252-3165


札幌市中央区北３条西３丁目1-6札幌小暮ビル 


JR「札幌駅」札幌駅前地下歩行空間　1番出口より徒歩1分


主　　催： 公益財団法人　明治安田こころの健康財団 　 TEL：03-3986-7021





　特別支援教育が実施され５年が過ぎました。子どもたちや家族を取り巻く教育環境は、どのように変化したでしょうか。同時に、子どものこころとそだちにおける医療は、どのような事態に直面しているでしょうか。


　今回の北海道企画は、いま改めて連携ということを見据え、支援の糸口を再確認しようと思います。


　まず、初日は、趣旨説明をかねて、学校現場に足を踏み入れてのフィールド調査から、現場を尊重した連携のありようについて川俣智路先生にお話しいただき、さらに教育現場の実情を月森久江先生、上西祐子先生からご紹介いただき、課題を明らかにしたうえで、討論したいと思います。二日目は、児童精神科クリニックの最前線で身を挺した医療を行っている大高一則先生から、最近の児童精神科事情を語っていただき、支援の糸口として、どのようなことに注目していくとよいのかについて、議論していきたいと思っています。企画担当の田中は、教育現場との連携について、実践からの気づきを述べたいと思います。さらに、中村みゆき先生には、あすなろ学園で実践されている保育現場との連携について、具体的な示唆をいただく予定です。


　子どもたちのよりよい未来を保証する責任をもつわれわれが、今できることを、真剣に討論したいと思っています。


　９月、北海道で会いましょう。


【こころとそだちのクリニック　むすびめ　院長　田中 康雄 】


　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





※ 時間割・テーマ等は、多少変更となる場合があります。その際はご了承願います。








児童精神科医療と教育の連携


～ 現状を認識し支援の糸口をみつけよう ～











